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事務室より

　三二諸君から御親切にも暑中見舞の手紙を下さいましte事を厚く二丁申

し上1ナます，

　暑中休暇中は諸先生が花山天文皇への凹凹で御忙しく，叉重力観測旅行

の爲御不在の方もあり，會計時も少し休暇を頂いて族早しましナこ爲，御質

問や御紹介に封ずる御返事が幾分判れましtc．さ’うか悪しからず御諒承下

さい．

　事務室も今春以來度々三韓しましfeが，今度は天文學教室新館階上の講

義室の判こ定りました．

　　　　　　　　　　　　編輯室より

　かねて記して置きました通り，本號は思ひ切って「花山天文憂記念號」S

して編輯しました，花山天文毫は，ひεり京都帝國大聖の誇りであるばか

りでなく，其の位置に於いて，其の建築に於いて，其の整った設傭に於い

て，其の景勝に於いて，あらゆる意味から我が日本の典型的天文肇）：見る

べきものであります．一花山の建築が出來たのが本年七月末，それから

直ぐ移韓や設備整頓が始められ，其のナこめ肇員の人々は全く今・度は夏期休

暇無しの大車輪でした．それで，九月末には絡ての仕事が殆んε完成しナこ

言いふわけです．此の大多忙の中に本號の編輯が行はれたので，いよいよ

本甲が出遅上って見るミ，爾ほ不満な鮎も澤山ありますが，それは追々加

へて行くより仕方が無いこεでせう，

　何ミ言っても花山は我が天文學界の誇りです．誰でも先づ來て御覧下さ

い，天文の事はさておいて，只，附近の山川の景色を見るだけでも三値は

充分にあります．千年の歴史に輝やく古都の内外は一眸の下にあります・

書の景色だけではありません．夜は京都から山科から大坂や生駒山の，遠

近にひろがる大きい電飾の景色は筆も言葉も及びません，天文皇の丁丁k

ちでさへ，夕暮後の一二時間は，絶景に見εれて，観測時間を忘れるぐら

ゐです，（本號には附録「天文語彙」なし．）


